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要旨： 本稿は、現在のトランスナショナルな移動の拠点となる場所において、移動する人々および移動の記
憶１）（藤原，２００８）を持つ人々の場所の形成や獲得において、どのようにそれぞれのエスニシティが利用され
るのかについて、ニューヨークにおけるジャパニーズ・コミュニティ２）を手がかりとして、そこから見えてく
る「日本人性」の提示と場所について考察を行うものである。
多様なエスニシティが混在するニューヨークにおいて、ジャパニーズ・コミュニティはその存在を過度に主
張したりはしていないように見える。しかし移民、日系一世、日系アメリカ人、新来の移動者等、多様な「日
本人性」によってジャパニーズ・コミュニティは構成されている。本稿では、「日本人性」の提示の多様さの
重なりのなかから見えてくるジャパニーズ・コミュニティにおけるみずからの場所を作り出し、場所を利用す
るそのあり方をめぐる位相の一端を探ることを目的とする。
キーワード：「日本人性」の提示／利用、ジャパニーズ・コミュニティ
1．問題の所在―「日本人性」とジャパニー
ズ・コミュニティ
そもそも当該社会において、様々なエスニック・コミ
ュニティが形成されるとき、当該社会とエスニック・コ
ミュニティ間、あるいは当該社会に形成されている複数
のエスニック・コミュニティ間には様々な関係性が生じ
る。それらは互いの差異に対する受容と拒絶の度合いや
差異の表出と隠蔽のあり様などによって多様な関係性を
生じさせるし、またそれらはその時々の双方の置かれた
状況によっても変化する。そこには、各々のエスニシテ
ィの、あるいはそれぞれのエスニシティ個々人の当該社
会のなかでの生き方や、当該社会での自らの位置づけが
関わってくる。
では、ニューヨークのような多種多様な移民で構成さ
れている都市において、現在のジャパニーズ・コミュニ
ティはどのような姿をしているのだろうか。
１.１ ジャパニーズ・コミュニティのかたち
ニューヨークには、それこそ様々な国や地域から様々
な人々が移り住み、様々なエスニック・コミュニティが
形成されている。当該社会のなかで、自らの存在を主張
しているように見えるエスニック・コミュニティもあれ
ば、傍目には、その存在を主張しないように見えるエス
ニック・コミュニティもある。それは、チャイナタウン
（Chinatown）３）やコリアウェイ（Korea Way）／Kタウン
（K town）４）のように誰もがその存在を認識することがで
きるものであったり、本稿で取り上げるジャパニーズ・
コミュニティのように表面的にはコミュニティの姿が強
調されないように思われるものなど様々である。本稿で
提示するジャパニーズ・コミュニティとは、日系アメリ
カ人に限ったものでも、またいわゆる日本人「長期滞在
者」―たとえば海外赴任の駐在者やその家族の人々や近
年の移動者―に限ったものでもなく、当該社会における
それぞれの人々によって認識される「日本人性」を背景
に、拡散しながらも緩く取り結ばれているトランスナシ
ョナル・コミュニティとして考えている。それはチャイ
ナタウンやコリアウェイのように当事者や他者によって
必ずしも明確に認識されているわけではない。ちなみ
に、文化人類学者のオルガ・カンザキ・スウディ（Olga
Kanzaki Sooudi）はその著書『日本人のニューヨーク
（Japanese New York）』（Sooudi, ２０１４）で、近年ニ
ューヨークに移動してきた日本人の様々な若いアーティ
スト（その卵）の自分探しの状況を描いているが、その
なかで自らを移民だとは認識してはいないこと、そのこ
とも一因としていわゆる同国出身者のコミュニティ（日
系コミュニティ）にあまりかかわっていないことなどが
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述べられているが、そうした人々も含めて、本稿ではゆ
るく開かれた世界として、ジャパニーズ・コミュニティ
を捉えている。
では、エスニシティである人々は、どのように当該社
会に自らを位置づけていくのか。そしてどのように自ら
の場所を作り出していくのか。そもそも当該社会に自ら
を位置づけていくということは、当該社会に何らかの居
場所を見つけ出すあるいは形成することである。広田康
生はトランスナショナル・コミュニティの当該社会にお
ける統合と共生を考える手掛かりとして、「場所の獲得」
や「場所の形成」を提示する。場所を獲得、形成すると
いうことは、何らかの形で場所を占めるということであ
るが、必ずしも目に見えるものとして、具体的な領域の
形成をともなって生じてくるわけではない。広田が、鶴
見潮田の日系人のネットワークについて「日系人にとっ
ては生活条件が全く整わない状況の中で、自らの繋がり
において状況を乗り越える生き方が、まさにこうした意
味での『日常的実践』と呼べる種類の自らの生きる『場
所』の獲得実践であった」（広田，２０１３：７６）と述べる
ように、既存のあるいは他者の制度を利用しながら自ら
の場所を獲得しようとするとき、それは一般的に認識さ
れるような明確なエスニック・コミュニティ／エスニッ
ク・タウン―たとえば中華街やコリアタウンのような―
の形をとって立ち現れてくるわけではない。むしろ当該
社会や既存のエスニック・コミュニティに紛れながら形
成されていく。また一方で、ある場所に「『居住の近接
性に基づかない』集散が繰り返され」るとき、「かなら
ずしも定住者がいなくとも一種の『社会的集合』がイ
メージされ」（広田，２０１３：７６）、「確たる領域化が行わ
れなくとも、そこに流入する人々の制度が形成され、何
らかの領域意識が醸成され、それを示す何らかの集団的
（あるいは集合的）な象徴的秩序やアイデンティティが
付与されるとき、そこは自分たちの『場所』として認識
され、同時に社会の空間構造の一部として位置づけられ
る」（広田，２０１３：７７）と述べるように、その場所への
定住者や居住者の存在がなくとも、象徴的な場所として
イメージ（それはエスニシティである人々自らのイメー
ジであれ、他者によるイメージであれ）されることで、
その場所が誰の場所なのかについての認知が生じてくる
といえるだろう。
では、本稿で取り上げるジャパニーズ・コミュニティ
は、たとえばマンハッタンのイーストビレッジの日本レ
ストランの集まっている地区といった認識のされ方であ
ったり、住所に記されるような場所のイメージとは異な
り漠然と、けれども「ある」という認識のされ方であっ
たりする。それはどのような「場所の獲得」を示すもの
なのだろうか。
１.２ 選択される「日本人性」／「日本人性」の使用
そもそも本稿で取り上げる「日本人性」とは何か。
エスニシティの当該社会のなかでの戦略や戦術とし
て、自らの民族的・文化的なルーツを選択的に使用ある
いは利用するとき、そこで選択された個々の要素の全体
がそれぞれのエスニシティにとっての「○○人性」とい
うことができるだろう。また、それぞれのエスニシティ
のアイデンティティの一側面として選択される自らの
ルーツの民族的・文化的な特色や性質とみなされている
ものも「○○人性」ということができるだろう。前者
は、特に他者に対して示されるものであり、後者はエス
ニシティ個人あるいはエスニック・グループ内に対して
示されるものと考えられる。本稿では、この二つの意味
で「日本人性」を使用する。
国境を越えて移動する日本に何らかの民族的、文化的
ルーツを持つ人々は、記憶としての移動者も含め、自ら
が生きる社会においてこの「日本人性」を多かれ少なか
れ自ら問うことになる。
ただしこの「日本人性」の特色や性質は、「日本人」
の特色や性質と決して同じではない。松尾知明が、「問
い直される『日本人性』―白人性研究を手がかりに」に
おいて述べているように、トートロジーではあるが「日
本人」であることを問われないあるいは問うことが必要
ない人々にとっては、「日本人性」は「日本人」である
ことによって最初から保障されており、それは説明を必
要とせず、またその内容は明らかにされないが、暗黙の
了解のもとにあるものである。しかし国境を越えて移動
する人々にとっての「日本人性」とは、それが他者に対
して示されるものであれ、自らに対して示すものであ
れ、あくまでも移動先社会としてのあるいはホームとし
ての当該社会での自らの説明のために使用され利用され
るものであり、常に当該社会を前提としながらその内容
が明らかにされ、修正されるものである。
日系アメリカ移民の初期トランスナショナリズムの歴
史研究者である東栄一郎（Eiichiro Azuma）は、１９３０年
代のアメリカにおけるジャパニーズ・コミュニティの第
二世代問題―コミュニティからの離脱や適応をめぐる問
題―への解答として一世が取り上げた「日本精神」につ
いて分析している。その後の歴史的文脈においてこの
「日本精神」というのは日本の軍国主義と結びついてい
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くが、その初期において一世は、二世の「よきアメリカ
市民として成長するための基盤」（Azuma,２０１４:２２７）
として「日本精神」を取り上げていたと述べている。
「人種的マイノリティであるという現実」（Azuma,
２０１４:２２５）のなかで、いかにアメリカで生きていくの
か、すなわち当該社会のなかで、自らが抜きんでていく
ために、日本にルーツを持つ者の特徴や特色として何が
役に立つのか、との答えが「日本精神」というかたちを
とって示されていた。その利用や選択の是非ではなく、
ここで重要なのは、その利用や選択にどのような意味が
込められていたのかである。東は、当時の一世にとって
「アメリカニズム」と「日本精神」は、市民としての道
徳的資質として、同等のものとして認識されており、だ
からこそ、「日本精神」を身につけることが、二世およ
び日系人のアメリカ社会への確固たる基盤を作る目的で
取り上げられたと述べている（Azuma,２０１４:２２７）。つ
まり「日本精神」として取り上げられた「日本人性」が
彼らの「場所の獲得」のために必要であったのである。
東が述べるように、無論それが全く民族ナショナリズ
ムと無関係であるというのではない（Azuma,２０１４:
２２５）。東は、帰属をめぐる問題として、「一世は、『民
族』と『国家』という概念を区別することで、二世のあ
いまいな立場を何とか理解しようとしたのである」
（Azuma,２０１４:２３２）と述べている。つまり一世は、二
世が「民族」としては日本と繋がり、「国家」としては
アメリカと繋がっているという理解である。しかし「民
族」すなわち「日本精神」の強調は、単に民族的、文化
的な繋がりだけではなく、政治的な繋がり、国家への帰
属へと延長する問題でもあり、また一方でアメリカとの
繋がりが、国家への帰属だけでなく、文化的な繋がり、
それは「アメリカ人性」への問いも意味していたという
ことである。
ただし本稿では、民族ナショナリズムかどうかを議論
したいわけではない。国境を越えて移動する人々および
移動の記憶を持つ人々が、移動先である当該社会のメン
バーであるからこそ、「日本人性」だけではなく、本稿
においては、「アメリカ人性」もまた自らで問うことに
なるということである。ただし、「日本人性」が自らで
選択できる一方、「アメリカ人性」は身に付けていてし
かるべきものとして存在する。当該社会の中で「アメリ
カ人性」は、「アメリカ人性」を問う／問われる必要の
ない人々によって、所与のものとして提示されるからで
ある。それを背景としながら、どのような「日本人性」
が選択され、どのように使われるのだろうか。
2．ニューヨーク日系人会の活動から
２.１ ニューヨーク日系人会
外務省の『海外在留邦人数調査統計（平成２６年版）』
によれば、２０１３年現在、アメリカの市民権を持った日本
人「永住者」および「長期滞在者」の日本人あわせて
３１,４５１人がニューヨーク市に滞在している５）。また、ア
ジアン・アメリカン・フェデレーション６）・センサス・
インフォメーション・センター（Asian American Fed-
eration Census Information Center）によって分析され
たアメリカン・コミュニティ・サーベイ（American
Community Survey）のデータ７）によれば、２０１１年現在で
３１,６４９人のジャパニーズ（日系アメリカ人・日本人）が
ニューヨークで暮らしている。外務省の統計には、日系
アメリカ人が含まれないことなどからすると、いずれの
データでも示されているおよそ３万人との数値を上回る
日本人・日系人がニューヨーク市だけでも滞在している
と言えるだろう。そのなかで、日本人、日系人の結び目
の一つとなっているのがニューヨーク日系人会（the
Japanese American Association of New York）である。
現在のニューヨーク日系人会は、ニューヨーク市マン
ハッタンのミッドタウンに位置するビルのなかにある。
その歴史は、１９０７年に日本人墓地の購入および日本人の
相互扶助のために設立された「日本人共済会」に端を発
している。この「日本人共済会」は１９１２年にニューヨー
ク市のクイーンズ区にあるマウント・オリヴェット墓地
（Mount Olivet Cemetery）に日本人のための墓地を購入
しており、１９１４年に「日本人墓地の石碑」が建立されて
いる。現在でもこの墓地では、ニューヨーク日系人会主
催の墓参会が毎年、メモリアルデ ８ー）に合わせて行われ
ている。
１９１４年にはこの「日本人共済会」を吸収合併した「紐
育日本人会」が発足し、その後１９４１年の開戦によってア
メリカ政府によって解体されることになるが、戦後、日
本への支援を目的に１９４６年には「日本救援準備委員会」
が発足し、１９５０年には「紐育日本人会」の解体が解け、
「ニユーヨーク日系人会」として現在まで続いている。
現在のニューヨーク日系人会では様々な活動が行われ
ているが、それらは会員の懇親を目的とする活動、
高齢者向けの活動、そして日系人・日本人支援のため
の活動、「日系人性」に中心をおく活動の４つに大き
く分けられるだろう。それぞれ、は桜まつり、ホリ
デー・パーティー、各種サークル活動（裏千家茶道クラ
ス、書道クラブ、楽碁会など）などがあり、としては
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敬老会、高齢者問題協議会など、としてはチャリテ
ィーゴルフ会、奨学金、NYで活躍する日本人・日系人
美術家展、各種無料法律相談会など、として墓参会や
日本語教育委員会研修会が挙げられる。ただしの桜ま
つりや各種サークル活動（茶道や書道、囲碁など）、
の敬老会における日本食の提供（土用の丑の鰻、年越し
そばやお節など）や、の日系人・日本人支援の活動も
また「日本人性」に関わる活動でもある。
本稿では、この「日本人性」に関わる活動として桜ま
つりと、日系人・日本人美術家展を取り上げる。
２.２ 桜まつり
桜まつりの参加者の様相および桜まつりにおける催し
物についてみていこう。
２０１５年４月１８日の土曜日に第１１回桜まつりがニュー
ヨーク市クイーンズ区のフラッシング・メドウズ・コロ
ナ・パーク（Flushing Meadows Corona Park）で開催さ
れた。ニューヨーク日系人会の元会長 A氏の発案によ
って桜の植樹がここになされて以降、２００５年から桜まつ
りが開かれている９）。また桜まつりは、ニューヨーク日
系人会とこの公園を管轄しているニューヨーク市公園局
（the City of New York Parks and Recreation）との共催
である。
桜まつりの際にはバス３台とお弁当３００個が毎年用意
されており、これらは A氏夫人からの寄付で賄われて
いるため、参加費は一人５ドルのみである。
２.２.１ 会場まで
桜まつりの会場までは、ニューヨーク日系人会がある
ビルの前からバスに分乗して出発した。ニューヨーク日
系人会が入る建物の一階には「ブックオフ」が店を構え
ている。集合時間は９時４５分であったが、かなり早い時
間から多くの参加者や出演者が集まっていた。桜まつり
の催し物の出演者（花笠踊り、コーラスなど）と一般の
参加者とで歩道は人であふれ、その一区画はさながらツ
アー客の集合場所のようであった。一般の参加者の多く
が、６０代以上の人々、特に女性で占められていた。一
方、出演者やその家族の多くは２０～５０代くらいの人々で
ある。
ニューヨーク日系人会では毎月、敬老会を開いてお
り、そこに参加している人々が今回の桜まつりの参加者
の大半を占めているように思われた。バスの中でも、
「久しぶり、お元気でした？」との会話があちこちで交
わされていた。また「本当に今日は良い天気で」「桜は
どうかしら」といった会話であり、それは桜を見に行く
こと、桜を見ること、への期待感のようなものとの印象
を受けた。実際、話を聞いた参加者からも、毎年楽しみ
にしているとのことであった。
会場に着くと、濃いピンク色の桜が満開となってい
た。それを見つけた途端、バスの中では「わーっ」とい
った歓声が沸いた。「今年はずっと寒かったから、見れ
ないかもと思ってた。」「いつもはこの桜は終わってるの
よね。」など、毎年楽しみにしている様子がうかがえ
た。
２.２.２ 桜まつりでの催し物
会場に着くと、公園課のスタッフによってテントや椅
子、演台等の設置がすでになされており、多くの人々が
勇んでバスから降りていった。
また個別に公園に来ていた人々４～５０人ほどが、すで
に椅子に座っていた。催し物を観覧していた参加者自体
は２００人まではいないようであったが、花見として参加
している人々もいるようで、桜の木の下に陣取り、花見
をしながら遠くから桜まつりの催し物を眺めるなどして
いる人々も含めてみると３００人をこえる参加者であるよ
うであった。
僧太鼓
特に開始の合図や挨拶もなく、「僧太鼓」が始まっ
た。これは、日本でもよく行われているようないわゆる
和太鼓を使った太鼓のパフォーマンスである。ニュー
ヨーク仏教会の盆踊りの催しを行うなかでつくられた
サークルである。鉢巻きに、紺と水色の袖なし法被、金
色の半纏帯、黒の股引き、白い足袋といった衣装で、７
～８人で大太鼓を中心に、締太鼓や銅鑼、笛を使った演
奏や、大太鼓を数台並べ、それを数人で取り囲み、代わ
る代わる太鼓を叩いていくといった演奏などが披露され
た。太鼓の音につられるように、桜まつりとは関係なく
公園に来ていた人々やたまたまそばを通り過ぎようとし
ていた人々が足を止め、集まってきて、物珍しそうに見
たり、写真を撮ったりしていた。桜まつりとはまた別
に、７月の初旬、マンハッタンのミッドタウンにあるブ
ライアントパークで盆踊りのイベントが行われたが、そ
のときも、通りすがりの多くの人々が物珍しそうに眺め
たり、写真を撮ったりしていた。着物や法被といった、
いかにもな「日本」のイメージや太鼓、花笠といった道
具立てが、日本人以外の人々の注意を引くようである。
挨拶
「僧太鼓」が終わると、ワンピースの上にリフォーム
した着物を上着として羽織った年配の女性が登壇し、司
会者を紹介した。司会者は、今年理事になった日系二世
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の女性の B氏である。B氏の進行のもと、ニューヨーク
日系人会の会長 C氏の挨拶、桜まつりのスポンサーと
なっている A氏夫人の挨拶、ニューヨーク市公園課の
挨拶、在ニューヨーク総領事館の総領事・高橋礼一郎氏
の挨拶が続いた。C氏、A氏夫人、高橋総領事、いずれ
もが挨拶の中で、「桜」と「日本人」との関係に触れ、
「日本人であること」「桜は日本の心」といったことを話
していた。それと同時に、決まり文句ではあるだろう
が、ニューヨーク市への感謝が続いた。
コーラス
ニューヨーク日系人会のサークル活動の一つである
コーラスグループによるコーラスが披露された。大体６０
代くらいの女性を中心としたグループのようである。女
性１３名、男性１名、講師であり演奏担当の女性１名によ
って行われた。曲目は、桜とその時期にちなみ、滝廉太
郎の「花」のフルコーラス、「朧月夜」、弘田竜太郎の
「鯉のぼり」、「八十八夜」がメドレーで続き、最後に嘉
納昌吉の「花―すべての人の心に花を―」であった。
「僧太鼓」のときもそうであったが、桜まつりの参加者
の人々は、特に手拍子をするでもなく、歌を一緒に口ず
さむわけでもなく、どこか淡々としているような印象を
受けた。だからと言って、楽しんでいないわけではな
く、それは、知り合いの人々と話をしながら、その場に
いることに満足しているというような印象であり、また
毎年の行事に参加できたことへの、「日本人として」の
確認をしているというような印象であった。コーラスに
なると、物珍しさもなくなったのか、いわゆる日本人、
日系人以外の人々（通りすがりに僧太鼓を見ていたよう
な観客）は、いなくなっていた。
沖縄舞踊・三線
コーラスに続いて、沖縄舞踊と三線が披露された。独
特の結い方をした髪型に、沖縄舞踊の衣装を着た女性に
よって踊りが披露され、続いて、三線で沖縄言葉と音階
による「沖縄育ち」という唄が披露された。
花笠踊り
最後の出し物として、花笠踊りのグループの踊りが披
露された。一曲目は、「さくらさくら」にあわせた日本
舞踊。盆踊りのときに着るような着物（水色をメイン
に、桜の模様が入っている）に、黄色い帯を締め、桜を
イメージしたようなピンク色の薄い生地で作った着物を
帯の上から重ねた衣装に、扇を持って舞を踊っていた。
４～５０代くらいの女性３人による踊り。二曲目は「帆柱
お越し」という民謡に合わせた踊りで、男性２人、女性
３人のあわせて５人で、手拭いを持ち、男女とも裾を少
し端折って、袂をたすき掛けにし、あたまに鉢巻きをま
いた衣装で踊っていた。この踊りでは、５人とも２０代前
半くらいの若者で構成されていた。三曲目は、「ニュー
ヨークニューヨーク」を使った花笠踊り。「さくらさく
ら」の踊り手女性３人、「帆柱お越し」の踊り手女性３
人の計６人で、花笠を持って、「ニューヨークニュー
ヨーク」に合わせた、少々ラインダンスを意識したよう
な踊りが披露された。なじみ深い曲につられたように、
ふたたびあちこちから人々が集まってきた。この曲の最
後にはさらに男性２人が、毛槍を模したような柄の長い
和傘を持って加わり、踊り終えた。最後の曲として「花
笠踊り」が観衆の参加を呼び掛けて行われた。参加者用
に小さな花笠が配られ、椅子に座っていた参加者や通り
すがりの観客（どちらかというとこちらのほうが多いよ
うであった）と一緒に、「花笠踊り」を輪になって踊
り、お開きとなった。
「花笠踊り」が終わると、桜まつりの行事そのものは
終了し、バス代を払ったときにもらったチケットと引き
換えに弁当を受け取るようにとのアナウンスがなされ、
バスの集合時間までの時間を楽しんで、との連絡ととも
にそれぞれが弁当をもらったり、自分たちで用意してき
た弁当を食べたりとの時間となった。弁当の中身はいわ
ゆる日本式の弁当であった。
最初の挨拶の中で、「日本の花見とは違って、お酒は
ないですけど」とあり、いわゆるどんちゃん騒ぎの花見
ではなく、ピクニックのような雰囲気の花見であった。
２.３ ニューヨークで活躍する日本人・日系人美術家展
次に、今年で２０回目となる「ニューヨークで活躍する
日本人・日系人美術家展」について見てみよう。
ニューヨーク日系人会のホールを使用して、５月７日
から１５日までの９日間、３９名の日本人・日系人の美術家
の作品が展示される催しがあった。初日の７日の夕方１７
時からはレセプションが開かれた。
レセプションでは、まず、在ニューヨーク領事館の青
木氏からの挨拶、ニューヨーク日系人会会長の C氏の
挨拶があり、その後、出展している美術家とその作品の
紹介がなされた。その後は、歓談の時間になり、購入の
参考に出展作品について、その作者と会話がなされ、ま
たリストに従って、出展作品の購入が行われたりした。
今回この美術家展に参加している３９名の美術家のう
ち、１９６０年代から７０年代にかけての時期に１７名が渡米し
ている１０）。そして１９９０年代から２０００年代の時期において
も１３名が渡米が目立っている。３９名の内、アメリカ出身
者は２名であった。また出品者の何名かは、「ニュー
ヨーク日本人美術家協会」の設立者および設立メンバー
でもある。この「ニューヨーク日本人美術家協会」は１９６０
年代に渡米してきた美術家自身によって、日本人の美術
家のサポート団体として１９７２年に設立されたものであ
る。
出展している美術家にはすでに名の知れた人たちも多
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いが、ニューヨークでの活躍のサポートと、日系人会の
資金集めとの目的でこの美術家展は行われている。出展
作品の購入額の半額が、日系人会に寄付され、日系人会
の資金となるとのことであった。特に、年末のパーティ
の資金源であるとのことである。そもそもニューヨーク
には、芸術家・芸術団体をサポートする団体（VLA：Vol-
unteer Lawyer for the Arts１１））などもあり、こうした芸
術家の人々への支援・サポートを積極的に行う下地もあ
るのかもしれない。
多くの出展作家が例年参加しており、また同様にレセ
プションに参加している人々も例年参加し、購入してい
る人々のようで、「昨年の作品は○○でしたね。」「今年
は○○さんは来てませんね。」などの会話が交わされて
いた。出品作品は、油絵、版画、彫刻などさまざまであ
ったが、ニューヨークをテーマとした作品が多く見受け
られた。
3．ニューヨーク日系人会の活動から示唆さ
れるもの
３.１ 「日本人性」の提示をめぐって
桜まつり全体としては、思っていたよりもこじんまり
とした催し物であった。その当初の印象としては、「日
本人性」があまり強調されていないように感じられた。
無論、当日の催し物の僧太鼓、踊りや歌のいずれにおい
ても、それぞれ「日本人性」が選択され、提示されてい
たし、また会場での挨拶のなかでも「日本人性」は提示
されていた。それは、参加者への向けての「日本人性」
の提示であり、「日本人性」における暗黙の了解に似通
っているものであるかもしれない。
暗黙の了解ということからするならば、「日本／日本
人性」を他者に向かって主張するものではないのだろ
う。たとえば会場の設営等に見られるように非常にシン
プルで、桜まつりであることをわかっている人々以外に
は、何かイベントをやっているなと受け止められる程度
の設営で、取り立てて「日本風」に飾り立て、周りとの
違いを際立たせるようなことをするものではない。茶道
クラスによるお茶席の設えもされてはいたが、それほど
目立つものではなかった。
しかし桜まつり全体の雰囲気として、賑やかにお祭り
騒ぎをするというわけではなく、つまり、自分のあるい
は自分たちのエスニシティの表明の場としてのイベン
ト、―たとえばニューヨークにおいてはプエルトリカ
ン・パレードやコロンバスデーのイタリア系アメリカ人
のパレード、セント・パトリックデーのアイルランド系
の人々のパレードなどは、それぞれのルーツとなる民
族・文化の主張がなされるものと考えられるが―とは異
なって、自分のあるいは自分たちのエスニシティの確
認、つまりは「日本人性」の確認の場としてのイベント
として、だからこそそれは外に向けてという主張ではな
く、自分の、あるいは自分たちの内に向けての実践とし
て行われているのではないか。目新しいことが行われる
わけではない。だからこそ、催し物そのものを見ずに、
花見だけをして帰る人々もいる。そうであるならば、
「桜まつり」にわざわざ来ずともできる。それにも関わ
らず、その日に合わせて来るということは、その場にい
ることによって、「確認」が行われているということな
のだろう。ニューヨーク日系人会の活動の一つとしての
催し物であること、その場に多くの日系人や日本人が集
まること、そして日系人会の会長や日本領事館の総領事
などからの挨拶が日本人や日系人に向けて行われるこ
と、日本に関わる催し物に参加していること、そうした
ことがそれぞれにとっての「日本人性」の確認のための
手掛かりであり、確認のための場を構成しているという
ことなのではないだろうか。
ではそこで提示されている「日本人性」とは何だろう
か。
一つには、そもそも桜まつりを開催するということに
も関わってくるが、桜を見る、すなわち花見をするとい
う行為が、「日本人性」として選択されているというこ
とである。だからこそ、その場にいることが意味を持
ち、またその場にいることが確認することになる。
もう一つには、桜が「日本」や「日本人らしさ」の象
徴としてイメージされているというこである。たとえ
ば、バスのなかで知り合った５０代の女性は、日本人では
あるが帰国子女としてアメリカでの生活を長く送り、日
本に戻ったのちに再び、大学や大学院をアメリカで修了
し、ニューヨークで職を得ている。彼女は、「こっちの
桜も本当に綺麗なんですよ。きれいなんですけれど……
ね。置かれたシーンが違うからですかね。雰囲気がね。
やっぱり日本の桜がね」との話をしていた。また桜まつ
りでの何人かの挨拶のなかでも「桜は日本と深く関係し
ているもので……」との内容や「桜は、日本人の、ある
いは日本のこころ」というような内容が話されていた。
無論、桜に込められた「日本」や「日本人らしさ」はひ
とそれぞれである。目の前にある桜見ながらも、日本で
見た／見ていた桜やそのときの風景や出来事が投影され
ている場合もあるだろうし、今見ている桜そのものを通
してルーツとしての「日本」を感じている場合もあるだ
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ろう。ただいずれの場合も、桜が「日本」と繋がるもの
として認識されていると言えるのではないだろうか。
３.２ ニューヨークにおけるジャパニーズ・コミュニテ
ィの基層をなす１９６０―７０年代の移動者
２.３で上述したように、日本人・日系人美術家展の出
展作家３９名のうち１７名が、１９６０年代から１９７０年代にかけ
ての渡米者である。この時期、１９６４年の東京オリンピッ
ク開催を前に、日本では観光目的での海外渡航が自由化
され、外交青書（外務省 １９６６）でも述べているよう
に、この年の観光目的の海外渡航者は前年比で３７％の増
加であった。また留学や駐在などの長期滞在を目的とす
る人々の最大の渡航先はアメリカであり、９,８４５人であ
った。こうしたことも多くの人々がニューヨークに渡っ
てくる一つのきっかけとなっていたのかもしれない。
この１９６０年代から７０年代にかけての時期は、奇しくも
アメリカでは移民法が改正され、いわゆるニューカマー
の移民が急増する時期と重なっている。この時期は中南
米やアジアからの移民が急増するが、アメリカの国家安
全保障局が出している『移民統計（Yearbook of Immigra-
tion Statistics）』（Office of Immigration Statistics２０１４）
によれば、１９６０年から１９６９年の期間における移民３,２１３,
７４９人のうち中南米出身者は９６７,６１９人、アジア出身者は
３５８,６０５人であり、この時期の日本出身者は４０,９５６人であ
る８）。次の１０年間である１９７０年から１９７９年では、移民４,
２４８,３０３人のうち中南米出身者は１,４５０,４４２人、アジア出
身者は１,４０６,５５４人で、移民の６７％を占めるまでに増加し
ている。そのなかで日本出身者は４９,３９２人であり急激な
伸びを示しているわけではないが、増加している。
現在のジャパニーズ・コミュニティは、戦前期からの
移動者や移民によって積み重ねられてきた歴史や活動と
ともに、こうした１９６０年代から７０年代にかけて移動して
きた人々の活動や実践が土台となっているのかもしれな
い。
4．複数の多様な移動者の重なり
―新たなつながりとして―
最後に、もう一つのジャパニーズ・コミュニティを支
えるつながりについて見ておきたい。
JAJAは２００４年に３人の日系アメリカ人を設立メン
バーとしてつくられた日系アメリカ人およびアメリカに
暮らす日本人のための活動団体である。基本の活動は、
月１回の講演会とポトラックパーティの開催である。基
本的には、メンバー同士が知り合う機会および場の提供
を中心とした活動を行っている。時々ではあるが、ニ
ューヨーク日系人会やジャパン・クラブとの共催での催
し物の開催も行っている。
JAJAの設立は、「日本人性」の再考と新たな意味づけ
の模索の過程のなかから出てきた活動である。ニュー
ヨーク日系人会の活動は、活動の主体およびその対象も
どちらかというと年配の人々が中心をなしているようで
ある。それに対して、JAJAのメンバーは、若者から年
配者まで多岐に渡る。ただし中心をなすのは、３０～４０代
くらいの女性たちである。メンバーも日系１世、日系ア
メリカ人、ニューヨーク在住の日本人と多様である。そ
してこのとき、彼らが共有するものの一つが「日本人
性」である。ただし、在住者である日本人にとっての
「日本人性」と日系アメリカ人それぞれの世代にとって
の、また育った環境によって、イメージされ使用される
「日本人性」は異なる。異なりながらも複数の多様な
「日本人性」の重なりが JAJAの特徴と言えるだろう。
多くのエスニシティやエスニック・コミュニティが、
自らの存在をどちらかと言えば、積極的に表出している
ように見えるニューヨークにおいて、ニューヨーク日系
人会や JAJAに見られるようなジャパニーズ・コミュニ
ティのゆるやかでおだやかなあり様から何を読み取るこ
とができるだろうか。
5．おわりに
ニューヨークのチャイナタウンやコリアウェイ／コリ
アタウンに見られる場所の形成・獲得は、エスニシティ
の大量の集積として立ち上がってくる。一方で、ジャパ
ニーズ・コミュニティとしての場所の形成・獲得は、日
系アメリカ人およびニューヨーク在住日本人の相対的な
少なさから拡散されているように見える。そしてまた、
ニューヨークのジャパニーズ・コミュニティの個々の団
体におけるエスニシティの表出も非常に抑えたものであ
るように思われる。しかし、決して自らのエスニシテ
ィ、「日本人性」を利用していないわけではない。むし
ろ、緩やかな繋がりとして、その「日本人性」を利用
し、逆に場所の獲得を可能としているようにも思われ
る。それは場所を必ずしも対抗しながら所有するのでは
なく、明確な所有を表明するのでもなく、ゆるやかに場
所を覆っているような獲得の仕方なのかもしれない。そ
れは異なる他者との共存がより容易になる在り方でもあ
るのではないだろうか。
＊本稿は平成２６年度相馬学術奨励基金を受けたものである。
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注１）移動の記憶を持つ人々とは、自らが直接的に物理的な国
境を越える移動（移民）をしているわけではないが、自
らの親世代、祖父母世代等の国境を越える移動の経験を
記憶として受け継いでいる人々を指す。いわゆる移民の
第二世代以降の人々にあたるが、当該社会の確固たるメ
ンバーであると同時に、移民世代の経験の一端も担う存
在である。
２）アジアン・アメリカン・フェデレーション・センサス・
インフォメーション・センタ （ーAsian American Federa-
tion Census Information Center）によるアメリカン・コ
ミュニティ・サーベイ（American Community Survey）
のデータ分析では、ニューヨーク市におけるジャパニー
ズは、２００８年の３３,８６８人から２０１１年の３１,６４９人と６.６％減
少している。ニューヨーク市におけるアジア系のなかで
は７番目の多さではあるが、アジア系全体に占める割合
も２００８年の３.３％から２.８％に減少している。ただし、ニ
ューヨーク市におけるジャパニーズの合計は、外務省の
『海外在留邦人数調査統計（平成２６年版）』によると、
「永住者」と「長期滞在者（３カ月以上の滞在（予定）
者）」とを合わせて、２０１４年現在で４９,５５６人である。
３）アジアン・アメリカン・フェデレーション・センサス・
インフォメーション・センタ （ーAsian American Federa-
tion Census Information Center）によるアメリカン・コ
ミュニティ・サーベイ（American Community Survey）
のデータ分析では、２００８年から２０１１年において中国系の
人々は、４５８,５８６人から５０６,７６８人へと、韓国系の人々も
９３,０１１人から１０３,３３５人へとそれぞれ１０％の伸びを示して
いる。またそれぞれアジア系全体では４５.２％と９％を占
めている。それぞれのコミュニティの大きさだけでな
く、コミュニティを構成する人々の多さでもジャパニー
ズ・コミュニティとは、その様相を異にしているといえ
るだろう。
４）コリアウェイは、マンハッタンのブロードウェイ（Broad-
way）とフィフス・アベニュー（Fifth Avenue）の間の
３４番通り（３４th Street）に位置する韓国レストラン、韓
国スーパー、本屋、美容室、ネイルショップ、不動産屋
など様々な韓国系のビジネスが集まった地区であり、い
わゆるコリアタウン（Koreatown）が形成されている。
この地区において３４番通りの別称が、コリアウェイであ
る。またこの地区は、コリアタウンの頭文字をとって、
Kタウンとも呼ばれている。
５）外務省の『海外在留邦人数調査統計（平成２６年版）』に
おいて、「永住者」は当該国の永住権／市民権を持った
人々であり、「長期滞在者」は当該国に３カ月以上の滞
在またはその予定である者となっている。
６）アジアン・アメリカン・フェデレーション・センサス・
インフォメーション・センタ （ーAsian American Federa-
tion Census Information Center）によるアメリカン・コ
ミュニティ・サーベイ（American Community Survey）
のデータ分析では、ニューヨーク市におけるジャパニー
ズ（日本人・日系アメリカ人）は、２００８年の３３,８６８人か
ら２０１１年の３１,６４９人と６.６％減少している。ニューヨーク
市におけるアジア系のなかでは７番目の多さではある
が、アジア系全体に占める割合も２００８年の３.３％から２.８％
に減少している。
７）このデータはアメリカン・コミュニティ・サーベイ
（American Community Survey）による２００９年から２０１１
年にかけての標本調査をもとにした推定値である。
８）メモリアルデー（Memorial Day）は、戦没将兵追悼記念
日で国の休日である。毎年５月の最終月曜日となってい
る。
９）ニューヨーク日系人会が発行している「日系人会ニュー
ス」（Vol.２５No.３２００８年および Vol.２６No.２２００９年）に
よれば、A氏は１９９１年から１９９５年までニューヨーク日系
人会の会長に就き、就任期間中に「サクラ・ファンド」
を設立し、それをもとに計２５０本の桜が日系人会からフ
ラッシング・メドウ・コロナ・パークに寄贈された。そ
の後も記念の植樹が何度か行われており、２０１５年の第１１
回の桜まつりにおいては、A氏ファミリーのニューヨー
ク日系人会への支援に対して、枝垂桜の植樹が行われて
いる。本文でも触れているが、毎年、桜まつりに対して
A氏夫人からの寄付（お弁当やバス代など）が行われて
いる。
１０）「ニューヨークで活躍する日本人・日系人美術家展」で
当日配布された出展作家の経歴のリストによる。
１１）VLAは芸術家一般を対象に、無料法律相談などを行って
いる団体である。特に日本人のためのものではない。ま
たここでの Artsには、映像、ダンス、作家、音楽、デ
ザイン等々、クリエイティブな活動全般を対象にしてい
るとのことである。
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